
プドウ白紋羽病の薬剤防除に関する研究第1報

薬剤(液剤)スグ 9-=:.'グアスト

山内己酉・・塩見正保"・岡本康博・闘

ブドウの白紋羽病は従来，防除困難な病害で， その防除法についてすでに多くの人人仁より研

究されてきたが〈安部，河野 1959，道家 1949，長沢，山本，愛木 1958，武内，山下，村田

1958，渡辺，高木1955，渡辺竜雄1938a， b，山本，前回 1956)，的確な防除薬剤の出現を

みていなや.そこで，われわれはブドウの白紋羽病防除という目的のため仁一連の実験を始めた.本

報ではブドウ白紋羽病菌仁対する防除薬剤，主として液剤のスクリーニγグテストを報告する.白

紋羽病菌に対し薬剤を用。て防除しようとする試みも多〈行われてはいるが， 現在決定的なものの

ないのは病原菌の性質，農薬の性質加えて土どやう多〈の因子を含むものの組合せによって防除が

余計仁困難になってひると考えられる.これらのことからスクリー=γグテストを行う際， そのような色

色な条件を満足する検定方法が採られなければなちなひと思う.こういう点から検定の為仁土文は，

土の性質を備えた培地を用いる必要があろう.Zentmy町 (1955)はPhytoththoracinnamomJ 

RANDS.を用いた室内試験法を考案し， Munnecke (1958)は薬剤処理したSoi1plugを直

接検定に利用してやる. 文字井ら(1955)は溜紙法で，荒木 (1956)，高橋ら(1959)，渡辺

(1959)らも各種の方法で土壊殺菌剤のスクリ一二γグテストを行っている.われわれもスクリ一二ツ

グテストの為に2つの方法を考案し，殺菌土中での Rosellinianecatrix (H.) BERLESEに対する

各種薬剤(液剤〉の効果を検定し一部Zentmyer法を行い比較した.

材料および方法

実験方法の細部仁ついては，実験の各項ごとに説明するが，ここでは一般的な実験方法と材料仁

ついて述べる.

試験菌Rosellinianecatrix (H.) BERLESE は当試験場保存，自紋羽病菌 No.1菌株で，

これを揖籾按培地〈越40g籾殻10g水35cc)仁230Cで30.......60日間培養後，十分仁砕いて供

試した.

土は pH6.4.......6.5の嬢土で，ガラス室内で風乾し，乳鉢で砕き 18メッジェの飾を通ったものを

用。， 15 g宛直径18mmの試験管仁入れ1700Cで1時間乾熱殺菌した.

供試薬剤はベーパムを含む54種類で，供試薬剤名，主成分，成分量および使用濃度なEは第1

表仁示した.薬剤の稀釈は水道水で行。，菌の生育程度は試験管壁に生育している最長の部分を

測り，土表面仁生育して来た菌量の多少をー~州で示した.土表面仁生育しないもので阻止帯の

明らかなものは，表面から阻止帯の聞の最短距離を測り阻止帯として表わした.調査は3日毎とし

-元大原食研，現岡山県立食業試験場
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第 1表供 試 薬 弗l

供試薬剤名
濃度
(倍)

製造叉1'1:
提供会社

主成分及び含有量

1 3-3式ボルドウ 3-3式硫酸銅 II当り3g

2ホタコー水銀ボルドウCP 4∞ 塩基性硫酸銅 45% (銅 15%)

エチル燐酸水銀 0.33% (水銀0.2%)

采 1∞0 塩化第二水銀 (水銀約 70%)3昇

北輿

4 ウ ス プ ル シ 1000 メトキシエチレン題化水銀4.2%(水銀2.5%以上〉特 食

5 フ ミ ロ ン 錠 1500 パラトルエシスルホγアユリシフェエール水銀 北 輿

エチル燦酸水銀，:Lチル尿素水銀5%(水銀2.5%)

ル 2∞0 ジナフチルメタシジスルホン費量フェユール
水銀 10%(水銀H昔〉

F 10∞ ジナフチルメタ γヂスルホγ酸フェユール
水銀 10%(水銀4%)

エチルフェネチエル水銀水銀 3% 

多硫化硫黄，全硫化態で硫黄 22%以上

バリウムポロサルフ 7イド 70%(多硫化態

硫黄として 30%)

19ホタコー水和硫黄 300 硫黄 98.0% 北 興

20ノックメート F-75 4∞ フエリック・ジメチル・ジチオカーパメート 大内新興

6 メ 錠 1500ラ γ 

7モ ‘γ パミン 2∞0
8 T F-32水和剤IJ .20∞ 
9セレサン水和剤IJ 1500 

10武 回 メ

llP M 

12 /レ"'"ロ

13メ Jレ

γ 乳 ~J 15∞ 
乳 ~J 15∞ 

14 M E P 乳剤 1∞o

15 T F-30 乳 弗IJ 10∞ 
16アセチレシ水銀 E

17石灰硫黄合剤

1000 

18ゾルパール

パラトルェγスルホγ酸アェリドトリル水銀

酢酸フェ=--/レ水銀 11.7% (水銀 4.8%)

フェニール尿素水銀 2.59昔t水銀1.5%)

脂肪族水銀 10% (水銀 4.0%)

酢酸フェエール水銀 4.39面〈水銀 2.5%以上〉 特

エチル燐酸水銀1.75%(水銀1.25%) ~ヒ

フェニール水銀トリェタノールアγモユウム 日

酢酸坂，酢酸フェニール水銀 7%(水銀 39面)

メチル沃度水銀2%(水銀1.18%1
ト合計1.90%)北

エチル燐酸水銀1% t水銀 0.72%J

芳香族水銀，脂肪族水銀水銀 2.0% 武

40 

1∞ 

共

北

武

奥

田

食

武図

日産

:00 

a量

輿

北

特

国

共

輿

且

R

65%硫黄 20%

21ジシグメート Z・75 4∞ ジンFジメチルジチオカーパメート原末 75% 大内新興
22ダ イ セ γZ・78 4∞ ジシタエチレンピスジチオカーパメート 65% 日農扱
?3ダイセγtアンモニウム塩) 4∞ ヂアンモニウムエチνγピイス 三洋貿易

ヂチオカーパメイト

24 0 -3818 B 400 

25 ~. イ セ ン M-22 4∞ マンガニーズェチレγピス
ジチオカーバメート 70%

26武田 メート 1 号 4∞ ジメチルジチオカルパミン酸カル‘ンウム 25% 武 田

R ohn & Haas Co. 

三洋貿易

テトラメチルチュウラムジサルフアイド 25% 
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供試薬剤名
演度
(倍)

製造叉は
提供会社主成分及び含有量

27武田 メート 2 号 4∞ ジメチルジチオカルパミン酸カルシウム 25% 武 田

テトヲメチルチュウラムジサルフアイド 25% 

28 TFー 2 4∞ ジメチルジチオカルパミ γ酸鉛 32.5%武 田

ジメチルジチオカルバミン酸カルシウム 16.25%

テトラメチルチュウラムヂサルファイド 16.259る

4∞ 合窒素芳香族化合物 20% 武 田

ム 1α)() ナトリウムメチルジチオカーパメイト 30% 三 共

ン 1α)() ヂアγモエウムエチレンピス 東陽通商

ヂチオカーパメート 42%

32モ γ ゼ ッ ト 4∞ テトラメチルチ sウラムジサルファイト 40% 特 豊島

ジγクジメチルジチオカーパメイト 20% 

メチルアルジンピスジメチル

ヂチオカーバメイト 20%

γ 4∞ メチルアJレジンサルファイド 5.0%
:/ 4∞ ジユトロメチルへプチルフェニノレ

Pロトネイト 22.5%

35ユリット水和剤J 4∞ 2.4.ジニトロフェエールチオシャネート 三 笠

36トリアジン水和弗IJ 400 2.4.ジユトロ 6ー〈オルソクロロアユリノ〉一 日 曹

1.3，5-ートリアジン 50%

37ポマゾールホルテ 4∞ テトヲメチルチウヲムジサルブァイド 80% 特 長

羽毛 ノ ヅ 11 4∞ テト ヲ メチルチウラムモノサルフ Tイド 50%大内新興
ジンP ジメチルジチオカーバメート 20% 

29 TF-40 

30ベ

31アン

. ，、
，、

33 7 

34カ

、J ;; 

ラ セ

39オーソサイド 400 Nトリタロロメチルチオ

テトラヒドロフタールイミド 50%

40カ ピ サ イ ド 4∞ 2.3ージタロロ 1.4ナフトキノγ50%
41サ シ キ ノ γ 4∞ 2.3ジクロール1.4ナフトキノン 30%

テトヲメチルチウラムジサルファイド 20%

42 11 ロ γ 4∞ ベγタクロールフェノールソーダ極 90%
43アクチジオン 5∞ アタチジオン 0.5%
44ア Y ヒ.リ

45グリセオフルピ γ

46カピリシ乳弗j

∞
∞
∞
 

n
4
n
4
F
D
 

アンチマイシγA10% 

グリセオフルピン 50%

カピリ γ10%

47ナラマイシシ 1∞ ナラマイシγ10.(削 mcg/cc
48オリ マイ シ γ 1∞ オリマイシγ50.∞O~/cc

49ベシタマイシシ 100 

50武田フミン 200

51チ γ サイド 2 号 1∞0
52オルソフ.， Iレタ γ 4∞ 
53サイプレッタス 70 4∞ 
54グリオデ:/ 4∞ 

ベシタマイシγ10.0∞~/cc

フミジン 5%

有機錫化合物B50% 
Nートリタロロメチルチオフタリミド 50%

nー ドデシルグアミデγ アセテート 70% 庵

αーへプタデイシイルグリオナリデンアセテートー

庵原

日産

共

共

北海三共

三井化学

協

共

和

共

共

日研

日研

日

武

日

研

国

農

共

原

共
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12日迄行い抑制j効果の有無lこついては，実験回ごと仁Cont.区の試験菌の生育の一番少ない期
間での生育lこ比較して，それより生育の少ないものに抑制があるとし，生育の多いものは抑制がないと

した.

実験は1区3本とし， 2回反覆の結果の平均値を表示した.

実験結果

1)中間法

直径18mm試験管仁15gの土を入れ，殺菌後その上lこR.necatrixの慈籾殻培養 O.5gを

入れ軽〈圧し，この上に 6gの土を入れ，所定濃度の薬剤IJ8c立を注色下部浸透をまって250C

に保った.薬液を注いだ時大部分のものは試験菌の越籾殻培養を置いた部分から上に置いた部分が

昇り， 薬液の下部浸透をさまたげたので適当なガラス棒で試験管壁仁泊って突き，上部と下部を

接する様仁した.薬液の浸透仁は2.......3時間要した.結果は第2表lこ示すとおりであり， 12日目の

第 2表 中間法で各種薬剤が R.necatrixの発育と抑制におよlます影響

薬 弗l 名
阻止率
l%) 

3-3式ボルドウ

ホタコー水銀ボルドウCP

昇 宗

ウスプル γ

フミロ γ 錠

メラシ錠

モ γ パミ γ

T F-32水和剤
セレサ γ 水和剤

武田メル

P M F 

Jレペロ γ 乳剤

メル乳剤

M E P 乳剤i

T F-30乳剤
アセチレ Y 水銀 E

石灰硫黄合剤

ゾ
. ，、ノレ

ホタコー水和硫黄

ノックメート F 75 

ヂンダメート Z 75 

ダイセ γZ78 

ダイセン〈ァ γモユウム塩〕

。-3818B
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調査で完全仁生育を阻止したものは昇宗，セレサジ水和剤，アセチレγ水銀Eおよびベーパムで，ペ

ーパムを除<3者はすべて水銀剤であった.80%以上の抑制効果を持つもの仁水銀剤が多しまた

供試水銀剤中その多くのものは80%以上の抑制を示した.他の薬剤で高い抑制を示したものはナラ

マイシン，カピリン等の抗生物質とクロγ，モノック等であった.水銀剤は何れも土表面に菌糸が生

7寄せず，土中の浅い場所での蘭に対しては抑制効果が認められ，メラツ錠，モγパミγ，PMF. 

日長メ)!.-および MEP乳剤は試験菌がわずかに生育し，それ以後の生育を阻止したが，この原因

は不明である. 何れにしても殺菌土中で地表下ごく浅い場所仁存在する R.necatrixはどのような
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図版 2 下層法

左から水 道 水

ダイセン

セレサン水和剤

ベーパム

図版 3 抑制型

左から セレサン水和剤

M E P 乳剤

ベーパム



水銀剤にも生育を抑制され，R. necatrixに対し;水銀剤は土表面で強い抑制作用を有する.この

スクリーニソグの方法では各種水銀化合物仁よる差は見出せないようである.(図版1参照〉

法

中間法と同様にして殺菌放冷後試験管の底仁 R.necatrixの越籾殻培養0.5gを入れ軽〈庄

し上に他の試験管の土を浦斗を用いて移し込み，これを繰返し土嬢柱を作り，所定濃度仁調整し

た薬液5ccを注ぎ，下部浸透をまって250C仁保った.この方法の薬液注入仁よってごくまれ仁土

壌層が分かれたものもあったので軽く手のひらの上仁落し間隙をなくした.結果は第3表仁示すとおり

であり，卓越した効果のあるものはベーパムで，それ以外の薬剤では著しい抑制はみられなかった.

(図版 2 参照〉ペーパムの次に高~，抑制効果を表わしたものは昇素であったが，抑制程度は 68.3%

仁すぎなかった.モソパミツ， MEP乳剤およびアセチレγ水銀E等の水銀剤も R.necatrixの生

育をやや抑制する. その他の薬剤で抑制効果のやキ高いものは武田フミソ， アツピリ乳剤， カピリ

ツ，クロツおよびニリット等であった.土表面に生育して来る試験菌の有無については， 水銀剤のほ

とんどが生育せず，そのほとんどのものが阻止帯を形成した.水銀剤以外で阻止帯を形成したものは

アソジγ，二リヅト水和剤，ポマゾールホルテ，モノック，チツサイド2号等があった.昇末以ま阻止

帯が認められなかったが， これは調査日数が少なかった為に認められなかったものか，阻止帯の形成は

無ひものか解らない.この阻止帯でMEP乳剤とモノックの阻止帯は完全なものでなく，薗そうの先

端部が小さい波状仁なり異常なものであった.(図版

3参照〉

層2)下

Zentmyer法仁よる R.necatrix 

仁対するコ三殺菌剤の効果

第4表

菌の生死

ホタコー水銀ボルドウCP

昇宗

ウスプル γ

モンハミ γ

M E P 乳弗l

アセチレン水銀 E

ホタコー水和硫黄

ベーパム

+
+
 +
+
+
+
+
 

名剤薬3) Zentmyer法

中間法，下層法と Zentmyer法を比較する為

に，ホクコー水銀ボルドウ，昇京，ウスブルγ，モソ

パミツ， MEP乳剤，アセチレツ水銀E，ホクコー

水和硫黄およびペーパムの8種類の薬剤を用いて

Zentmyer法を行った.濃度は中間法，下層法と

同様仁した.結果I:i第4表に示すとおりであり，ベ

ーパムのみが有効であった.この結果は下層法での結

果に似てひる.

高橋 (1957)らは室内仁おける実験方法仁ついて1)土壌，作物とも仁考慮せず仁殺菌力のみを

確める……試験管法.2)土嬢を考慮し，作物を考慮しない・・・…Zentmyer法，ガラス管仁よる

法，コツタクトスライドによる方法. 3)土嬢，作物ともに考慮する……腰高ジャーレ等仁よる方

法.の三つの case 仁分け，ポット試験の結果を考慮して，コツタクトスライド法を強調している

が，現在ではZentmyer法以外の方法仁ついては未だ十分に吟味されていない.Zentmyer法は

広く採用されており，現在ではスクリーニツグテストとして一般化されているく安部，河野 1959，

権藤，久保 1957，長沢，山本，愛木 1958，高橋，松浦 1957，武内，山下，村田 1958，

渡辺 1956，渡辺 1959).筆者らは Zentmyer法と似た方法で試験菌を置く位置仁よって，中

間法と下膚法の2つの方法を考案し，両法でスクリーニソグテストを行い， 54種の薬剤を用いて比

察考



較したところ，中間法と下層法の間仁は深い関係はなさそうで，ペーパムが共仁 R.1IiIcatrixの発

育を完全に阻止した以外， ー致した結果は得られなかった. 傾向として水銀剤が割合に高い抑制

効果を有し， 他の薬剤はあまり効果がなひという点で同様な傾向を認めることが出来たが， これは

R. 1IiIcatrix仁対して薬剤のもつ殺菌力そのものlこよると考えられる.土嬢表面に発育して来る菌

そうについてみると，下層法で発育してこなし、ものは中間法でも発育してこなかった.ただモノ、yクのみ

中間法で少し発育した. 下層法で表面仁発育しなかったのは阻止帯が形成されるか， 薬剤lこよって

発育が抑制された結果12日間に表面まで発

育しなかった為のものであろう.

試験菌が下層法で発育し，中間法では発

育しなかった葉剤仁，昇釆，セレサツ水和剤IJ 6 

およびアセチレツ水銀Eがある.これは図から

解る様仁昇宋は12日間抑制効果があるがセ..... 5 

レサγ水和剤はほとんど抑制効果がなく 9日 二
から 12日仁かけて発育を匝止した.これは阻 ~ 
止帯の形成を表わし，地表から 1.4cmの所ミ-

迄は効果を有するものと思われる. 中間法での

約3cmの所でも有効であったのは，試験菌が生'

薬液にふれる量が多かったこと，またガラス様宵

などで突いた為，薬液が試験菌の位置迄は割a-
合他の要因を受けることなく降りることが出 v

来た，ということ等仁よるものと思う.アセチ

レシ水銀Eの阻止帯の形成はセレサγ水来日剤

と同じ位の場所であり，昇煮の抑制程度まで

はゆかないが，試験菌の生育を抑制した.こ

の三者を仮りに昇宋型，アセチレッ水銀E型
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図 R. necatrix仁対する水銀剤の抑制型

およびセレサγ水和剤型の3つのグループ仁分けてみるι昇来型には昇乗丈が入り， アセチレツ水
銀E型に入るものはMEP乳剤があり，これらは最近土嬢殺菌剤として試作されてやる，ヱチルフヱ

ネチニル水銀と，メチル沃度水銀と工チル燐酸水銀の混合剤が入り，セレサツ水和剤型に入るもの

は，その他すべての水銀剤がこのグループに仁入っている.セレサシ水和弗j型仁入るものの中でモツパ

ミツはやや深~，所で効果を示した.ただし昇宋は濃度を変えると，抑制型が変るかも解らない.

水銀剤以外の薬剤で阻止帯を形成した区での試験菌の生育をみるι大体同じような型仁なって
おり，水銀剤でのグループ仁入れるどアセチレツ水銀E型に入り有望のようであるが，中間法での試

験菌の抑制からみるとあまり期待出来そうにない.

下層法で60%以上の抑制効果を示したものにアγぜリ乳剤と武田フミツAがあり，ベーパム，昇

乗仁次いで高い抑制効果を持つが，中間法で抑制率が高〈なく期待出来ないと考える.

つぎに中間法とZentmyer法を比較すると，中間法では昇宋，アセチレツ水銀Eおよびベーパ

ムが発育を阻止したが， Zentmyer法ではぺーパムが発育を阻止し， Zentmyer法で阻止の表わ

れないものtこ，中間法では阻止が表われており，両者の間仁似た関係はなさそうである.

下層法とZentmyer法を比較すると，この実験の範囲内では完全仁一致した.この結果だけか
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ら下層法とZentmyer法を比較するのは早計であるが， Zentmyer法では殺菌効果の有無しか解

らず，下層法では試験菌の抑制の様相が解り，農薬の土中での様子をしる上に示唆を与えることが

多いのではなかろうかと考える.一方 Zentmyer法は供試材料が少なくてすみ，早〈結果を知るこ

とが出来る利点がある.

要する仁，農薬のスクリーニジグテスト仁Zentmyer法を含めて，下層法出来れば中間法も合

せて行うのが適する様に思う.そして， 今後 Contact-slide法，その他各種のスクリーニツグテスト

と，これらのスクリー二γグテストの関係仁ついても調べて行きたいと思う.

防除薬剤による白紋羽病防除のために選ばれた薬剤は主として苧麻を対照として研究され，クロ

ールピクリソ，ホルマリン，ウスブルン，メルクロツ，硫黄華，石灰，ペーパム〈安部，河野 1959，

道家 1949，長沢，山本，愛木.1958，武内，山下，村田， 1958，渡辺，高木.1955， 

渡辺，竜雄 1938a ，b')等が報告されているが， 現在卓効は期待出来ない， そこで白紋羽病防

除の為仁は今一層防除薬剤のスクリーニツグテストを十分仁行うことの必要性が生れてくるが現在迄

あまり行われていな~'.一方紫紋羽病菌仁ついては権藤他(1957) を始め，割合，系統的仁研究が

進められておるようである. しかし今迄のところ室内試験，ポット試験，圃場試験の聞の相関が低ひ.

筆者らの実験結果からではペーパムが最も期待出来るようであり安部， 河野(1959)，長沢ら

(1958)等の報告と一致する.文長沢ら(1958)は硫黄剤で強い抑制を示したものをあげてひるが，

筆者らの実験からでは不明である.その他期待出来そうなのはMEP乳剤とアセチレン水銀Eでこれ
らの薬剤仁ついては今後引きつづき試験を行う必要がある.

嫡 要

本報告はR.necatrix仁対しZentmyer法と新らしく考案した，中間法，下層法仁よる54種

類の薬剤J(液剤〉を用いたスクリーニツグテストの結果を報告する.

1) Zentmyer法，中間法，下層法，何れの方法でもペーパム1α泌倍液1:1:R. ne-:atrix仁対

し完全仁発育を阻止したが，他の薬剤は阻止しなかった.

2)中間法ではベーパム以外には水銀剤が強い抑制を示した.

3)スクリーニγグテストで下層法仁よる試験菌の発育様相から水銀剤に3つの抑制型のあるこ

とを示した.

4)下層法で昇煮を除〈水銀剤のすべてのものが阻止帯を形成した.

5) Zentmyer法と下層法では似た結果が得られたが， Zentmyer法と中間法，下層法と中

間法の問では似た結果は得られなかった.

6)スクリー二γグテスト仁下層法を併用することの重要性を説いた.
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